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2. A群上C群では.EpinephrineLLTIS-S. 自然凝集

の S一一max,SIS,TでC群が高値を示 したが.Epine-

phrineのTではA群の方が高値であった,

3. B群とC群では EpinephrinenT.Ar)PC/T)L-max.

TでB評の方が高かったが,Epinephrineの S-Sで

はC群の方が高値を示 した.

lI. 特 別 講 演

『ASO をめ ぐる最近の知見』

神戸大学医学部第二外科教授

岡 Ft】昌 義 先生

第62回新潟内分泌代謝同好会

日 時 平成 6年 9月3日 (土)

午後 2時

会 場 新潟 ワシソトソホテル

4階 大和の束の間

Ⅰ. 一 般 演 題

H メルカゾ-ルに よる無常粒球症 に Gぺ二SF

が有効で あ った Graves亨disease の 1例

斉藤 功 や太田 隆志
浜 斉 (木戸病院内科)

2)末端肥大症 をこ対す る術前 octreoもide治療

の有用性

器守 護聖 欄 略 秀子 儲 姦謂 研究所)

末端肥大症の手術成績は microadenomaはともか く

macroadellOmaでは必ず しもよくないので､ ～/て トス

タチソアナログである octreotideで前治療を行い,そ

の有用性を検討 した.対象は手術単独では正常化困難と

思われた本症患者 4例 (男 1女 3,年齢28-60歳)管

octreotideを 135FLg日.12回分割乾下注よLTl開始 し,

適宜増減 した.その結果腫癌の縮小は3例に多少なりと

も認められたが,海綿静脈洞浸潤があった3例の GH は

正常化せず後療法を必要 と した. 1例の expansive

adeIIOmaではft三常化し大きな expaJISiveadcnonlaで
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は手術成績の向上をこ寄与する可能性があると思われた.

また下垂体前薬予備能が低下 している患者には改善が期

待でき,手術による下垂体磯能低下の発生を防止できる

可能性があると思われ invasiヽ-elargeadenomaで も

使用する価値があると思われた.副作用 として 1例に一

過性の下痢を認めた.至適投与畳や方法については今後

の検討を牽する.

3)少量の CB154療法 が 署 効 を 示 し , 正 常 の

妊娠,分娩 を経験 した ク ッ シ ン ダ 病 の 1 例

(統報)

金子 兼三 橋 貫 赤 十字病 院 )

山田 轟 ･須藤 寛人 ( 同 産婦人科)

症例は28才,女性 . 少農の CB154療法が著効を示

したタッシソダ病で,第56回 (平 3.ll.)の本会で報告

した症例の続報である.平3.6.より CB15LI0.625mg.:'

t二lL-り少量投与を継続 しているが､副作F削まなく,血中 ACI

域に抑制 されていた.平5.7.妊娠成立.妊娠後 も陣痛

開始 まで CB154の投与を継続 したが,妊娠の経過は

順調で, コルチゾ-ル (10.00前後の値)が 10,0-24.2

相/dlと妊娠前に放 し若干上昇傾向を示 したほかは,

も正常域のま 経ゝ過 した.平6.4.27に 3,555gの健

常男児を正常 分娩 した.分娩後 CB154療法再開 した

那,分娩 5日後の PRL79mg/mlで少畳の乳汁分泌 も

認められた.生後3日目の児の朝の ACTH33.5閲/ml,

コルチゾ-ル 9.OfZg/dlと正常域で,その後の発育 も

正常である.結論)CB15確療法は副作用が少 く,女性

では妊娠 も可能で,クッシソダ病で最初に試みるべき治

療法の 1つと考えられる.

射 Glucokinase遺伝了･5′上流での遺伝的 多

型性

山崎 雅俊･羽入 修
伊藤 正毅
他内分泌机 一同 (新潟大学第一内科1

【目的】近年,MODY において Glucokinase遺伝子

の異常が発見され 糖尿病疾患感受性遺伝子の 1つとし

て注目されているが,この遺伝子近傍での遺伝的多型性

を検索することにより,遺伝子異常のスクリ-ニソダが


